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昔日の機器 (28)
高速度無線電信受信機（その 1)
短波を使用しての遠距離無線通信は大正 13 
(1924)年秋ごろから英，米，独などで始まり
ましたので，これに刺戟されて逓信省も同年か
ら短波受信機を試作，翌大正14(1925)年初頭
に 50W級短波送信機を使用しアマチュアの周波
数幣で送受信の実験を始めたのが最初でした。
昭和3(1928)年安定した短波受信機が灼Il化
し，短波を使用しての対国際及び国内通信阿線
の建設が始まったので逓信省工務局ではいろい
ろな型の送受信機が製造されることを予想して，
昭和4(1929)年度から無線機器の規格統一を
施し商用短波受信機で逓信省が発注する機器の
名称を統一しました。
昭和7~8(1932~1933)年ごろから短波の放
送電話が盛んになってきましたのに伴って外国
では全波受信機が大変発達しましたが，わが国
では陸軍，悔軍及び逓信の三省が一般の人々に
短波放送の聴取を許可しないこととしたために全
波受信機の研究がほとんど行われず世界の水準
から遅れてしまいました。
このようなことから短波帯を含んだ受信機は
逓信省工務局が設計し最初の商業通信用として
日本無線電信電話株式会社で製造された機器が
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初の受信機として採用されました。このほかに
も安立電気，東京無線電機及び沖電気の各株式
会社がそれぞれ独自に開発した受信機もありま
したが規格統一に触れて採用されませんでした。
揺信省主導のもとで各種の受信機が実用化さ
れましたが，最初の高速度短波電信受信機とし
てスペース・ダイバシティー型RS3801号短
波受信機があります。
真はRS3801号短波受信機の一連の機器
でありますRS4501号短波受信機に相当する
機器で，昭和13年10月設計，受信周波数範囲
4~21MHz, A1 電波を高速で受信できるス
ペース・ダイバシティー型受信機です。 3づの
ユニットからできていて電源は 2次電池。おそ
らく他では見ることのできない受信機ですが，
残念ながら製造年月日及び会社名は不明です。
多分かつては高速度短波電信受信機として国際
通信に大いに活躍した機器であったことは確か
です。 （「日本無線史」参照）
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